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論 文 内 容 の 要 旨 

 本論文は、実海域中推進性能を考慮した船型設計法を提案することを目的とし、そのために必要な輸送機関として

の船舶の性能評価法を明らかにし、更に、長期間の実海域中推進性能の推定法を構築し、それにより従来から報告さ

れている多くの現象を説明できることを示した。 

 以下に各章の概要を示す。 

 第１章では、実海域中推進性能を実用的な精度で推定し、それを実際の運航に即した観点から評価し、船型設計に

適用することの重要性を明らかにした。また、提案の概要と本論文の構成を示した。 

 第２章では、実海域中推進性能の評価法と推定法に関する現状の問題点と、これに関係した新たな動向など本研究

の背景をまとめた。また、実海域中推進性能の評価法、汚損・経年影響および抵抗増加の推定法、それらを統合した

船型設計法に関する研究方針を示した。更に、本論文に関係するこれまでの研究成果をレビューした。 

 第３章では、現状の基本設計における推進性能の評価法の概要を示し、その問題点を示すとともに新たな評価法を、

輸送機関としての船舶の観点から提案した。更に、シーマージンによって推進性能を評価することの限界を明らかに

した。 

 第４章では、「杉村の方法」を拡張することにより、実海域中推進性能に及ぼす汚損・経年影響と海象等による抵

抗増加の影響を主機の運転状態に対応させて簡便に推定できる近似推定式を構築し、これまでの多くの報告と比較す

ることにより、実用的な精度であることを検証した。また、近似推定式の構成に基づいて、汚損・経年影響と海象影

響の船型による違いについて考察した。更に、海象の影響によるシーマージン、船速低下、回転数変化、見掛けスリ

ップの増加量等の相互関係を明らかにした。 

 第５章では、短波長域における波浪中抵抗増加の近似式を構築し、数値計算値と比較し精度を確認した。また、短

波長域抵抗増加に及ぼす船体主要目の影響を試算した。 

 第６章では、実海域中推進性能の主要な要因である、海象等による抵抗増加を実用的な精度で推定するための修正

係数として、海象影響修正係数を導入することを提案した。また、修正係数の具体例を示すとともに、これを得るた

めに必要なログブックの解析法について考察した。 

 第７章では、第３章～６章を統合した、実海域中推進性能を考慮した新しい船型設計の手順を示し、それを用いた

船型主要目の決定や船型改良法等について、いくつかの計算例を示した。 

 第８章は結論として、全体を総括するとともに今後の問題点を示した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 本論文は、実海域中推進性能を考慮した船型設計法を提案するために、輸送機関としての船舶の性能評価法を明ら

かにし、更に、長期間の実海域中推進性能の推定法を構築し、それにより従来から報告されている多くの結果を説明

できることを示したものであり、以下の成果を挙げている。 

 第１章では、実海域中推進性能を実用的な精度で推定し、それを実際の運航に即して評価し、船型設計に適用する

ことの重要性を明らかにし、本論文の構成を示している。 

 第２章では、実海域中推進性能の評価法と推定法に関する現状の問題点と、これに関係した新たな動向など本研究

の背景をまとめている。また、実海域中推進性能の評価法、汚損・経年影響および抵抗増加の推定法、それらを統合

した船型設計法に関する研究方針を示している。更に、本論文に関係するこれまでの研究成果をレビューしている。 

 第３章では、現状の基本設計における推進性能の評価法の概要を示し、その問題点を示すとともに新たな評価法を、

輸送機関としての船舶の観点から提案している。更に、シーマージンによって推進性能を評価することの限界を明ら

かにしている。 

 第４章では、「杉村の方法」を拡張することにより、実海域中推進性能に及ぼす汚損・経年影響と海象等による抵

抗増加の影響を主機の運転状態に対応させて簡便に推定できる近似推定式を構築し、これまでの多くの報告と比較す

ることにより、実用的な精度であることを検証している。また、汚損・経年影響と海象影響の船型による違いについ

て考察している。更に、海象の影響によるシーマージン、船速低下、回転数変化、見掛けスリップの増加量等の相互

関係を明らかにしている。 

 第５章では、短波長域における波浪中抵抗増加の近似式を構築し、数値計算値と比較し精度を確認している。また、

短波長域抵抗増加に及ぼす船体主要目の影響を試算している。 

 第６章では、実海域中推進性能の主要な要因である、海象等による抵抗増加を実用的な精度で推定するための修正

係数として、海象影響修正係数を導入することを提案し、修正係数の具体例を示すとともに、これを得るために必要

なログブックの解析法について考察している。 

 第７章では、第３章～６章を統合した、実海域中推進性能を考慮した新しい船型設計の手順を示し、それを用いた

船型主要目の決定や船型改良法等について、いくつかの計算例を示している。 

 第８章は結論として、全体を総括するとともに今後の問題点を示している。 

 以上のように、本論文は船舶の運航実態に合わせてその性能を評価する手法を纏めたものであり、船舶工学の発展

に寄与するところが大きい。よって、本論分は博士論文として価値あるものと認める。 




